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保護者の皆様、地域の皆様、日頃より京ヶ瀬中学校の教育活動にご理解とご支援を賜り、心から

感謝申し上げます。令和 8年度、新入生 57名を迎え、2年生 48名 3年生 49名 全校 154名でス

タートしました。今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

                 
 

今年度、京ヶ瀬中学校の教育目標を次の通り変えました。また、育みたい力、育みたい心を重点目

標として設定しました。子どもたちがこれから生きていく中で必要な力・心だと考えたからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度はこの教育目標「ともに支え ともに生きる」を土台として、すべての教育活動で５

つの力、５つの心を重点的に育んでいきます。もちろん、この力、心は学校だけでは育むことはでき

ません。ご家庭でも、意識してしていただけたらと思います。 

ホームページもご覧ください  

〒959-2123 
阿賀野市姥ヶ橋739 

  ℡ 0250-67-2004 
 

 

【教育目標】 

      ともに支え ともに生きる 
     ～仲間とともに 地域とともに～ 

＜５つの力＞            ＜５つの心＞ 

○自分で考える力          ○思いやりの心 

○主体的に判断し、行動する力    ○感謝の心 

○自分の考えを相手に伝える力    ○認め合う心 

○互いの良さを生かし協働する力   ○素直な心 

○限界に挑戦する力         ○奉仕の心 

新しい教育目標 

よろしくお願いします 



○８日 生徒会オリエンテーション 本部や専門委員長が生徒会組織や活動内容を説明しました。

部活動紹介では、各部がそれぞれ工夫を凝らした実演や説明をしました。それぞれ、新入生にわ

かってもらおうと一生懸命でした。その一生懸命さに対して、あったかい拍手がその都度送られ

ました。「頑張ったね」「よかったよ」 まるでそう言っているかのようでした。 

 

  

 

 

 

○部活動体験入部 先輩の教え方、声がけがあったかい。「うまいね」「あっ、できた」「すごーい」        

「がんばって」 笑顔で、優しい言葉で、丁寧に教えていました。１年生も先輩の声がけに応えよ   

うと一生懸命がんばっていました。 

 

 

19日、マラソン（ハーフ）大会に出場してきました。何歳になっても自分の限界に挑戦できるの

で、マラソンはおもしろいです。苦しいですが・・・。 

マラソン大会といえば、忘れることができない大会が二つあります。 

一つは、３年前に出た佐渡トキマラソン。56歳で初めて挑戦したフルマラソン。39ｋｍまではあ

る程度想定通りの展開で、「これは４時間 20分を切ることができるかも」と思っていたら、あと３

kmになった時、急に足が動かなくなり、一気にペースダウン。あとわずか３kmなのにとてつもなく

遠い。あまりにも苦しくて、同じようなペースで走っていた 70歳過ぎの女性ランナーに思わず「苦

しいですね」と声を掛けました。するとその方は「一緒にがんばりましょう。ゴールでは見たことの

ない景色が見られるわよ。」と励ましてくださいました。「そうだ、タイムはともかく、歩かずゴー

ルにたどり着こう。これまで自分なりに精一杯努力してきたんだ。途中で諦めるわけにはいかない。」

と思い直し、力を振り絞ってなんとか走り切ることができました。この女性との出会い、そして沿

道の方々の力強い応援がなかったら歩いていたかもしれません。ゴールでは、なんと同大会 5km の

部に出場した（当時の）勤務校の生徒たちや保護者の方々が、いつゴールするかわからない私を待

ってくれていました。嬉しくて涙が止まりませんでした。まさに見たことのない景色でした。 

やっぱりあったかい 

目標（ゴール） 



もう一つは、十数年前に出た浦佐山岳耐久マラソン（南魚沼市）。アップダウンの繰り返し、カー

ブの連続、しかも途中砂利道もあるなど、変化に富んだ高低差約 375mのコース。とにかくきついレ

ースでした。ゴールしたときはきつくてきつくて「もう２度とこの大会には出ない」と心の中で叫

んだくらいです。何がきつかったかというと、「あの曲がり角までたどり着けば、もういい加減下り

だろう」と思って必死に登ったのに、さらにまた登りの道が。とにかくこの繰り返し。「登りの頂点

は一体どこなんだ？ いつやってくるんだ？」と何度も何度も曲がり角でがっかりしながら走り続

けなければならなかったのです。目標（ゴール）が見えない（はっきりしない）と精神的にきついこ

とが身に染みてわかったレースでした。 

この二つの大会から 

  

 

 

  

                   

 

 

 

ということをあらためて学びました。みなさんは、今、何か目標はありますか？ その目標を達

成するために何をしたらいいか具体的なことが見えていますか。もし、何をしたらいいかわからな

い場合は、親や先生など身近な大人に聞いてみてください。 

 

【お世話になりました ありがとうございました】 

＜令和７年度 転出・退職者＞ 

 職名 氏名 転任校等 

１ 教諭   退職 

２ 養護助教諭   阿賀野市立神山小学校 

３ 学習支援員   阿賀野市立笹神中学校 

 
【お世話になります よろしくお願いします】 

＜令和８年度 転入等＞ 

 職名 氏名 前任校等 

１ 教諭   新潟市立濁川小学校より 

２ 学習支援員   阿賀野市立笹神中学校より 

３ 養護教諭   １年間の産休・育休より復帰 

 

 

 

 

 

 

 

○目標（ゴール）があると頑張れる、踏ん張れる。また、同じ目標（ゴール）を目指す仲間がいる

と心強い。周囲からの応援も大きな力になる。 

○大きな目標（ゴール）にたどり着くにはいくつもの小さな目標（ゴール）がある。その小さなゴ

目標（ゴール）が（何をすればいいのか）はっきりしていると頑張れる。先を見通せると安心感

が生まれ、頑張れる。 

 

４月が終わります。みなさん一人一人、新しいステージで本当によく頑張っていると思います。どんな活動でも、

笑顔で前向きに取り組んでいる姿を見ると嬉しくなります、応援したくなります。一方、新しい環境で疲れてはいま

せんか? 好きな音楽を聞いたり、好きなお菓子を食べたり、好きなアニメを見たり、何もせずボーっとしたり・・・、

上手にオンとオフを切り替えられるといいですね。さあ、もう少ししたらGW。少しはゆっくりできるでしょうか。す

てきな GWになることを祈っています。事故（特に交通事故）や事件に決して巻き込まれませんように・・・・。 

命は何よりも大事です。自分の命も、人の命も。 

 



【職員紹介】 

 氏  名 教 科  氏  名 教 科 

校   長   ３ 年 ２ 組 担 任  数 学 

教   頭  国 語 ３ 学 年 副 任  英 語 

教 務 主 任 
サポート副任  社 会 通 級 指 導 担 当  英 語 

１ 学 年 主 任  英 語 養 護 教 諭   

１年１組担任  保健体育 主  事   

１年２組担任  理 科 用  務  員   

１ 学 年 副 任 
サポート２組担任  家庭科 

初 任 者 研 修 

拠 点 校 指 導 員 
  

１ 学 年 副 任 
研 究 主 任  社 会 非 常 勤 講 師  美 術 

２ 学 年 主 任 
生徒指導主事  保健体育 非 常 勤 講 師  技 術 

２年１組担任  理 科 学 習 支 援 教 員   

２年２組担任  国 語 介  助  員   

２ 学 年 副 任 
サポート１組担任 

 数 学 スクール・サポート・スタッフ    

３ 学 年 主 任 
進路指導主事  国 語 スクールカウンセラー   

３年１組担任  音 楽 ＡＬＴ   

 

 

【年間授業日数】 

   学期 

    月 

学年 

１ ２ ３ 

合計 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

１ 年 17 18 22 17 6 19 21 19 17 16 18 17 207日 

２ 年 17 18 22 17 6 19 21 19 17 16 18 17 207日 

３ 年 17 18 22 17 6 19 21 19 17 16 18 1 191日 

学期計 74日 82日 
1・2年 51日 

   3年 35日 
／ 

   

 


